
第 224 回 浜田市教育委員会定例会 
 

日 時： 令和 6年 2月 22 日（木）14 時 30 分から 

場 所： 浜田市役所北分庁舎 2階会議室 1 

出席者： 岡田教育長 杉野本委員 岡山委員 倉本委員 浅津委員 

事務局： 草刈部長 藤井課長 山口課長 鳥居室長 山本課長 

                （書記 日ノ原係長 川村主任主事） 

 

1  教育長報告 

 

 

 

2  議題 

⑴ 浜田市文化財審議会に対する市指定文化財指定解除の諮問について 

‥････ 資料 1 

 

 

3  部長、課長等報告事項 

⑴ 教育部長                        ･･････ 資料 2、3 

 

 

⑵ 教育総務課長  ･･････ 資料 4 

 

  

 ⑶ 学校教育課長 ･･････ 資料 5 

 

 

⑷ 学力向上推進室長 ･･････ 資料 6 

 

 

 

4  その他 

 ⑴ その他 

 

 

※次回定例会日程  令和 6年 3月 21 日（木）13 時 30 分から 

            場所：浜田市役所北分庁舎 2階会議室 1 

 

 

  ※次々回定例会日程 令和 6年 4月 21 日（木）13時 30 分から 

 



令和6年2月22日　

内容

1月26日 （金） 学校管理職人事評価面接

1月27日 （土）
「見守る保育」講演会（みどり会館）
　　講師：新宿せいがこども園　園長　藤森平司さん

1月28日 （日）
三隅柔道大会（三隅中学校）
第66回島根書初め展表彰式（サンマリン浜田）

1月29日 （月） 施政方針検討会議（庁議室）

1月30日 （火） 三市三町教育長会（浜田教育事務所）

1月31日 （水） 学校管理職人事評価面接

2月1日 （木）
校長会（中央図書館）
学校管理職人事評価面接

2月2日 （金）
学校管理職人事評価面接
教育委員会臨時会（教育委員室）

2月4日 （日） 協働のまちづくりフォーラム（県立大学コンベンションホール）

2月5日 （月）
地元県議協議会（全員協議会室）
産業建設委員会・総務文教委員会連合審査会（全員協議会室）
教育委員会臨時会（教育委員室）

2月6日 （火） 市議会全員協議会（全員協議会室）

2月7日 （水）
園長連絡会（浜田幼稚園）
浜田市美術展実行委員会（第2東分庁舎2階南会議室）
子ども・若者支援地域協議会代表者会議（中央図書館）

2月8日 （木）
HAMADA教育魅力化コンソーシアム役員会（浜田まちづくりセンター）
県立大学学生研究奨励金等受給者選考委員会（庁議室）

2月15日 （木） 定例課長会議（講堂）

2月17日 （土） 公明党県本部政経懇話会（ワシントンホテル）

2月18日 （日）
島根県トランポリンフェスタ（県立体育館）
浜田市陸上競技協会祝賀会（ニューキャッスルホテル）

2月19日 （月）
3月市議会答弁準備原稿検討会議
定例記者会見（庁議室）

2月20日 （火） 3月市議会答弁準備原稿検討会議

2月22日 （木） 教育委員会定例会（北分庁舎2階会議室）

第224回浜田市教育委員会定例会・教育長報告

月日



現状 

樹勢衰退状況(令和 5年 11 月) 

浜田市文化財審議会に対する市指定文化財指定解除の諮問について 

 

 浜田市指定文化財「金城の巨樹・銘木 山藤のクロマツ」が枯死し、伐採した

ことから、浜田市文化財保護条例第 10 条第 2項の規定に基づき、次の浜田市文

化財審議会において、市指定文化財指定解除の諮問を行います。 

 

1 指定を解除しようとする文化財の名称  金城の巨樹・銘木 山藤のクロマツ 

2 指定年月日   平成 5年 3月 31 日 

3 所 在 地   浜田市金城町今福 111 

4 所 有 者   山藤 冷子 

5 解 除 理 由   指定文化財としての価値を失ったため 

6 現 状   本指定文化財は樹高 19.5ｍ、胸高周囲 3.35ｍ、枝張りが

11.7ｍ×13.0ｍを測る推定樹齢 300 年の樹木であったが、

マツクイムシの影響によって全体が枯死し、市道に倒れこ

む危険性があったので、止む無く伐採を実施した。これに

より、再生を図ることができない状態となった。 

 

 

指定時の状況(平成 5年頃) 

令 和 6 年 2 月 22 日 

教育委員会定例会資料 

文 化 ス ポ ー ツ 課 

           資料1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【抜粋】 資料2













 

 

 

【抜粋】 資料3
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部活動の地域移行に係る取組状況について 

 

1 校長会との協議について 

校長会（中学校長 3 名）と教育委員会職員で構成する「部活動の地域移

行検討ワーキンググループ」において、地域移行に向けた取組（合同部活

動の実施、生徒向けアンケートの実施）などについて協議・検討 

 

2 合同部活動の実施について 

目 的 等 

競技力の向上及び教員の負担軽減を目的に、市内の生徒が

同一会場に集まり、専門の指導者による合同部活動をモデ

ル的に実施するもの 

対象部活動 陸上競技部（第四中・旭中を除く市内 7 校が対象） 

指導方法等 

・各校の顧問が交代で指導する。（当番以外の顧問は、週休

日として休む又は地域の一指導者として参加する。） 

・各学校の部活動指導員や地域指導者が、専門の指導者と

して指導にあたる。 

頻 度 月 2 回（令和 5 年 12 月から実施。計 6 回実施済み） 

会 場 
第一中学校又は益田市陸上競技場（浜田市陸上競技場が改修中のため） 

※ 遠距離の会場までは、各学校からスクールバスを運行 

参 加 実 績 毎回 50 名以上の生徒が参加（参加は任意） 

 

3 生徒向けアンケートの実施について 

目 的 等 

部活動の地域移行や今後の部活動等のあり方を子どもたち

の意見や実態を踏まえて検討するため、中学生に対するア

ンケート調査を実施するもの 

調 査 対 象 市内の中学校に在籍する 1・2 年生（約 820 名） 

調 査 内 容 

部活動や地域での文化・スポーツ活動等への参加の有無・

活動量・満足度、普段の睡眠時間、他にやってみたい活動や

種目の有無、卒業後の活動の継続 など 20～30 問程度 

実 施 時 期 

2 月末までに実施し、年度内に集計・分析 

※ 集計・分析は、イマチャレ製作委員会（筑波大学体育スポ

ーツ局・読売新聞東京本社・エデュシップ株式会社の 3 社で立ち

上げた「学校スポーツの課題解決に特化したプラットフォー

ム」。全国の自治体でアンケート調査を実施）へ依頼〔無料〕 

 

令和 6 年 2 月 22 日 
教育委員会定例会資料 
学 校 教 育 課 
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第 10回（2月）市校長会資料 

令和 6 年 2 月 1 日（木） 

学力向上推進室 

１ 令和 5 年度 子どもの声でつくる授業について・・・・・・・・・・・・・・・資料Ａ 

  本年度までの授業改善の成果と課題を踏まえ、『令和６年度 子どもの声でつくる授業～「主体的・対

話的で深い学び」に向けた質の高い授業を目指して～』を作成しました。来年度の各学校の校内研究の

方向性に関わる部分もあると思いますので、お知らせをします。 

このデータについては、提出フォルダの【9101_教育委員会＞02_学校教育課＞03_学力向上推進室＞

子どもの声でつくる授業＞R6】に保存しています。併せて、令和 6年度の取組において特に大切にした

いことについてのダイジェスト版や解説編やその中で活用している初等教育資料等のデータも保存し

ています。ご活用ください。なお、ダイジェスト版については、新年度になってから各学校へ送付する

予定にしています。 

今後、「令和 6 年度 子どもの声でつくる授業」について説明をした音声付きパワーポイントデータ

についても保存をしておき、各学校の年度初めの研修で活用できるようにしておきます。研修会開催以

来の文書は、本年度末に各学校へ送付する予定です。要望があれば、学校へ出かけて説明をすることも

可能です。その際、実施方法について選択することができるような文書【資料Ａ-２】も併せて発出す

る予定です。 

「令和６年度 子どもの声でつくる授業」の構想は、基本的に令和５年度の方向性を引き継いでいま

すが、新たに追加をしたり強調をしたりしている内容もあります。その主な内容等を以下に示しておき

ます。 

 ⑴ 令和 6年度ダイジェスト版【Ｐ８】 

   授業改善プランを上記のようにした根拠等については、以下のとおりである。 

令 和 6 年 2 月 2 2 日 

教育委員会定例会資料 

学 力 向 上 推 進 室 

             資料6
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 ⑵ 「１ 基本的な考え ⑴ 令和５年度までの取組から」について 

  ① 令和５年度の全国学力学習状況調査児童生徒質問紙及び学校質問紙結果から【Ｐ１】 

    課題として捉えたのは以下の２点。 

   ○ 主体的な学びに関する「課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む」。 

   ○ 学校質問紙の個別最適な学び、協働的な学びに関する「児童生徒がそれぞれのよさを生かしな

がら、他者と意見交換して話し合ったり、異なった視点から考えたり、協力し合ったりできるよ

うに学習課題や活動の工夫をしたか（新規項目）」。 

  ② 学校訪問等からの学力向上推進室としての捉えから【Ｐ２】 

学力向上推進室としては、成果と課題について以下のように捉えている。 

○ 学習の見通しを立てる営み 

・ 子ども自身が問いを見いだしたり問いを連続させたりしていく取組は推進されてきてい

る。しかしながら、「問い」を基にして「めあて」を設定する際に、子どもたちの思考の流れ

が途切れてしまうことも生じていた。「問い」と「めあて」について再整理する必要がある。 

○ 考えを深め、広げる営み 

 ・ ペアやグループによる話合いは、概ね取り組まれている。しかし、考えを深めたり広げた

りするための活動となっていないこと（単に個々の考えを伝えるだけ）も多々ある。 

 ・ 考えを深めたり広げたりしていくために、出された考えを他の子が説明をしたり、比較検

討による話合いに向かった教師の意識は広がっている。しかし、「では発表をして」「考えを

説明して」等、話合いにより考えを深めていくための視点が示されていない教師の指示も多

い。 

 ・ これらの課題に向かい、話合いにより考えを深めていくために、教師が話合いの視点（何

を論点とするのか）を踏まえ、子どもたちの話合いをコーディネート（教師の問い返しを含

む）していくことが必要である。 

 ・ 習得した知識・技能を活用し、知識・技能の定着を図る（場合によっては確かめる）時間

がない授業が見受けられる。習得した知識・技能を活用する重要性を意識し、１単位時間の

中で、あるいは、内容のまとまりの中で位置付けていく必要がある。 

○ 一人一台端末等をはじめとしたＩＣＴ機器を活用した授業の実践（喫緊の課題として） 

・ 一人一台端末等をはじめとしたＩＣＴ機器を活用した授業（以下、「タブレット端末を活用

した授業」とする）の実践が広がってきている。しかしながら、Society5.0 時代を生きる浜

田市内の子どもたちに等しくタブレット端末を活用した授業が行われていない現実もある。

どの学級、どの教科等においても授業実践を行う必要がある。 

○ 仮説検証型の研究協議（重点項目ではないが成果の一つとして） 

・ 子どもの学びの様子を見取り、その学びの姿を基にした協議や改善案を提案していく研究協

議は定着してきた。また、協議を深めていくために、思考ツールやＩＣＴ機器を活用するなど

の工夫も見られている。授業者の授業構想シートにおける想定を基にした、より焦点化された

協議を引き続き望みたい。このためには、授業ゴールを子どもの姿で具体的に想定することが

必要となる。 

⑶ 「１ 基本的な考え ⑵ 本年度の基本方針」について【Ｐ２】 

   令和６年度の重点は「タブレット端末を積極的に活用した授業実践」「学習の見通しを立てる営み

の充実」「考えを深め、広げる営みの充実」とし、この重点を実現していくために特に大切にするこ

ととして、以下の授業実践を行うこととした。 
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※太字に下線は、令和 6年度より新たに取り入れた内容を表す 

【授業構想】 

① 単元や本時の目標（ねらい）から授業のゴールを子どもの姿で具体的に想定した授業を構

想する 

② タブレット端末を活用した授業構想及び実践 

③ 課題解決に向かうために複数設定された取組を子ども自身が選択して学び、協働して課題

を解決していく授業も構想する 

④ 浜田市児童生徒の課題解決に向かった、知識構成型ジグソー法、要約学習、価値ある活動

を「たくさんやる」等の手法を取り入れることも検討してみる 

【授業展開】 

⑤ 子どもが問いを見いだしたり問いを連続させたりしていくための工夫 

⑥ 子どもたちが話合いにより考えを深めていくための視点（何を論点とするのか）を踏まえ

た教師のコーディネート（問い返しを含む） 

【研究協議】 

⑦ 仮説検証型の協議におけるより焦点化された協議及び可能な範囲での協議方法（ＩＣＴや思

考ツールの活用等）の工夫 

⑷ 「２ 本年度の取組の具体 ⑴ タブレット端末を活用した授業構想及び実践」【Ｐ３】 

   まずは、全ての授業者がタブレット端末を活用した授業を実践し、全ての子どもに等しく学びの機  

会を提供してほしい。 

⑸ 「２ 本年度の取組の具体 ⑵ 授業構想を立てる営み」について【Ｐ４】 

「授業づくりシートの作成について」を示した。その理由は次のとおり。 

授業づくりシートは、その授業のゴールにおける子どもの姿を具体的にイメージし、その姿を

目指して授業構想を立てるため、そして、このシートを研究協議にも活用できるようにとの思い

から導入したものである。しかしながら、運用に関わって以下のような課題も見られている。 

○ 「ゴールにおける子どもの姿」が「ねらい（目標）」とほぼ同じであり、具体性を欠く。 

○ 上記にも関わって、「どのように作成（表現）すればよいのか」との戸惑いの声もある。 

○ 本来、指導案を作成するために導入したものではあるが、指導案作成後に授業観察及び研究

協議のために作成されている。 

○ 令和５年度の中途から、上記により授業者の負担が大きいため、「授業づくりシート」を指導

案に替えてもよいこととしたが、状況は変わらず、やはり授業者の負担となっている。 

授業構想全般については、【解説編Ｐ３】、授業づくりシートの作成手順等は【解説編Ｐ１６】に掲

載している。 

 ⑹ 「２ 本年度の取組の具体 ⑶ 学習の見通しを立てる営み 」について【Ｐ５】 

「問い」と「めあて」が混在することで、子どもの思考の流れが途切れたり時間に追われたりする

課題が生じていたこともあり、以下の理由から、昨年度まで設定していた「解決方法（手段）まで見

通しを立てる「めあて」の設定」は、「子どもが問いを見いだしたり問いを連続させたりするための

工夫」に統合することにした。 

  ○ 問いを生み出したり問いを連続させたりする取組が充実している場合には、子どもたちは自ら

が解決すべき対象を十分に理解しており、解決に向かうための方法（手立て）をもつことも可能と

なっているため、「問い」を「めあて」と同義と考えた方が自然である。 

○ 子どもたちの発想から生まれた「問い」を「めあて」と同義とする。 

○ 「問い」として示すのか「めあて」として示すのかについては、各学校の判断にゆだねる。 
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○ 「教材との出合わせ方の工夫」「次時の学習について見通しをもつ取組により問いが連続し

ていくような授業の終わり方の工夫」等により子どもが問いを見いだしたり問いを連続させた

りしていくことができるようにする。 

・ できるだけ多くの時間を割かずに行うことに配慮する。 

○ 「問い」を見いだす前後で、「予想する」ことも大切にする。 

 ・ 子どもの予想は「問い」につながり、また、解決に向かった見通しにつながる。【解説編P5】 

○ 子どもたちが取り組んでみたいと思える魅力的な「問い」となるように示し方を工夫する。 

⑺ 「２ 本年度の取組の具体 ⑷ 自分の考えをもつ営み」について【Ｐ５】 

  ○ 「問いを解決するために必要な情報を見付け、整理して考え、相手に分かりやすい表現で説明

（様々な表現方法で）をするための取組を行う」ことに関連して、以下を加えた。 

・ 協調学習で取り組んでいる「知識構成型ジグソー法」や「要約学習」は、上記の力を育成す

る手法として有効であると考えている。 

○ 「考えが持ちにくいときの手立てを子どもたちに指導しておき、自分に合った方法で考えること

ができるようにしておく」ことに関連して、以下を加えた。 

・ タブレット端末を活用した授業により他者の考えも参考にできるようにする。 

気になった他者の考えを直接聞きに行ったりすることが可能となるような授業としてい

く。このことにより「教材との対話」「画面上での他者との対話」「関心のある他者との直接対

話」が可能となる。 

⑻ 「２ 本年度の取組の具体 ⑸ 考えを深め、広げる営み」について【Ｐ６】 

  ① 話合いを深めていくための視点（何を論点とするのか）を示した教師のコーディネート 

このことに向かうために、授業者の配慮として以下の内容を追加した。 

○ 何のために話合いを行うのか、話合いのゴールを明らかにしてから活動に入る。 

 ・ ペアやグループにおける話合いは、考えを深めるためにある。ペアやグループでの活動

が単に個々の考えを伝えるだけの活動とならないように配慮する。 

○ 話し合う視点（何を論点とするのか）を示し、その時間の授業で目指しているゴールに向

かった深い学びとなるようにする。 

  ② 習得した知識・技能を活用する 

    考えを深め、広げる営みにつながる取組として新たに加えた。 

習得した知識・技能を活用する場面を１単位時間、あるいは内容のまとまりの中で位置付ける。 

○ 子どもの問いの連続に関わって、習得した知識・技能が他の場面においても活用できるか

確かめる活動が可能となるような取組を行う。 

○ 習得した知識・技能の定着を図る活動を行う。 

例：簡単なリーフレット作成等（このことには、個々の子どもの深い学びにもつながる） 
算数・数学では適用題 

 

２ 令和 6 年度からの指導要録の作成及び取扱いについて・・・・・・・・・・・・資料Ｂ 

  令和 6 年 4 月からの校務支援システム本格稼働に伴い、これまでの「指導要録作成におけるパソコ

ン等の利用に関するガイドライン」を令和 6年 3月末日をもって廃止し、令和 6年 4月から別添の【資

料Ｂ-２】「校務支援システム導入による指導要録の作成及び取扱いについて」によることとします。 

  この文書については、本日、各学校へ送付します。 
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令和６年度 子どもの声でつくる授業 

～「主体的・対話的で深い学び」に向けた質の高い授業を目指して～ 
浜田市教育委員会 学力向上推進室 

１ 基本的な考え 

これまでの学力調査等から明らかになっている浜田市児童生徒の課題は 

限られた時間で、多くの情報の中から課題解決に必要な情報を収集して考え、根拠を明確にして筋道を

立てて表現（文章、式、図、音声言語など）する力 

 である。この課題解決に向かい、「協調学習における知識構成型ジグソー法」や「要約学習」などの手法が有

効であることも見えてきている。 

令和５年度までの実践を振り返り、令和６年度の授業改善プラン「子どもの声でつくる授業」を提案する。

各学校においては、このプランも踏まえた授業改善に取り組んでいただきたい。 

⑴ 令和５年度までの取組から 

授業改善プランとしての「子どもの声でつくる授業」は令和３年度から取り組んでいる。そして、令和

５年度は、これまでの実践の成果と課題を踏まえて、 

○ 課題として挙がっている「課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる子どもの育成」

を目指して【学習の見通しを立て振り返る】営みを強化する 

○ 成果として挙がっている【考えを深め、広げる】営みのさらなる充実を図る 

  を重点とし、全ての教科等において、【子どもの声でつくる授業】を推進していくことで、「主体的・対話

的で深い学び」に向けた質の高い授業を目指した。 

   上記の重点を実現していくために、特に 

○ 子ども自身が問いを見いだしたり、問いを連続させたりしていくための工夫 

○ 学級全体で個人やグループの考えを共有する場面における、子ども自身による比較・検討や解決へ

向かった話合いを目指した教師のコーディネート 

○ 仮説検証型の協議におけるより焦点化された協議 

  に取り組んできた。令和５年度の全国学力・学習状況調査（実施が４月であることから、令和４年度の授

業改善の取組が反映されている）の「課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む」「考えを深め、

広げる」ことに関わる児童生徒質問紙の結果からは、以下のように、特に、主体的な学びに関する項目「課

題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む」に課題が認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また、重点を実現していくための取組と直接関係はしないが、学校質問紙項目「児童生徒が、それぞれ

のよさを生かしながら、他者と意見交換して話し合ったり、異なった視点から考えたり、協力し合ったり

できるように学習課題や活動の工夫をしたか（新規項目）」においても課題があることが確認できている。 

 

 

 

 

資 料 Ａ 
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   昨年度の重点に関わる成果と課題及び今後の対応について、学力向上推進室としては学校訪問等から以

下のように捉えている。 

○ 学習の見通しを立てる営み 

・ 子ども自身が問いを見いだしたり問いを連続させたりしていく取組は推進されてきている。しか

しながら、「問い」を基にして「めあて」を設定する際に、子どもたちの思考の流れが途切れてしま

うことも生じていた。「問い」と「めあて」について再整理する必要がある。 

○ 考えを深め、広げる営み 

 ・ ペアやグループによる話合いは、概ね取り組まれている。しかし、考えを深めたり広げたりする

ための活動となっていないこと（単に個々の考えを伝えるだけ）も多々ある。 

 ・ 考えを深めたり広げたりしていくために、出された考えを他の子が説明をしたり、比較検討によ

る話合いに向かった教師の意識は広がっている。しかし、「では発表をして」「考えを説明して」等、

話合いにより考えを深めていくための視点が示されていない教師の指示も多い。 

 ・ これらの課題に向かい、話合いにより考えを深めていくために、教師が話合いの視点（何を論点

とするのか）を踏まえ、子どもたちの話合いをコーディネート（教師の問い返しを含む）していく

ことが必要である。 

 ・ 習得した知識・技能を活用し、知識・技能の定着を図る（場合によっては確かめる）時間がない

授業が見受けられる。習得した知識・技能を活用する重要性を意識し、１単位時間の中で、あるい

は、内容のまとまりの中で位置付けていく必要がある。 

○ 一人一台端末等をはじめとしたＩＣＴ機器を活用した授業の実践（喫緊の課題として） 

・ 一人一台端末等をはじめとしたＩＣＴ機器を活用した授業（以下、「タブレット端末を活用した

授業」とする）の実践が広がってきている。しかしながら、Society5.0時代を生きる浜田市内の子

どもたちに等しくタブレット端末を活用した授業が行われていない現実もある。どの学級、どの教

科等においても授業実践を行う必要がある。 

○ 仮説検証型の研究協議（重点項目ではないが成果の一つとして） 

・ 子どもの学びの様子を見取り、その学びの姿を基にした協議や改善案を提案していく研究協議は

定着してきた。また、協議を深めていくために、思考ツールやＩＣＴ機器を活用するなどの工夫も

見られている。授業者の授業構想シートにおける想定を基にした、より焦点化された協議を引き続

き望みたい。このためには、授業ゴールを子どもの姿で具体的に想定することが必要となる。 

 

⑵ 本年度の基本方針 

令和６年度は、令和５年度までの取組成果と課題を受け、浜田市児童生徒の課題解決に向けて 

○ タブレット端末を活用した授業実践の広がりを図る 

○ 課題として挙がっている「課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいると思う子どもの

育成」を目指して【学習の見通しを立てる】営みの充実を図る 

○ 話合いは行われているが、考えを深める授業の在り方に課題のある【考えを深め、広げる】営みの

さらなる充実を図る 

ことを重点とし、全ての教科等において【子どもの声でつくる授業】を推進していくことで、「主体的・対

話的で深い学び」に向けた質の高い授業を目指し、浜田市児童生徒の課題を解決していく。したがって、

教育委員会が指定をする各事業の実践校は、「子どもの声でつくる授業」に基づいた授業を公開する。ま

た、浜田市内小中学校教員は、指定校の公開授業に年1回以上参加することとする。 
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令 和 ６ 年 度 の 重 点 

○ タブレット端末を積極的に活用した授業実践 

○ 学習の見通しを立てる営みの充実 

○ 考えを深め、広げる営みの充実 

主語は教師ではなく「子ども」＝「子どもの声でつくる授業」 

上記の重点を実現していくために、特に次の取組を大切にした授業実践を行う。 

※太字に下線は、令和６年度より新たに取り入れた内容を表す 

【授業構想】 

① 単元や本時の目標（ねらい）から授業のゴールを子どもの姿で具体的に想定した授業を構想する 

② タブレット端末を活用した授業構想及び実践 

③ 課題解決に向かうために複数設定された取組を子ども自身が選択して学び、協働して課題を解

決していく授業も構想する 

④ 浜田市児童生徒の課題解決に向かった、知識構成型ジグソー法、要約学習、価値ある活動を「た

くさんやる」等の手法を取り入れることも検討してみる 

【授業展開】 

⑤ 子どもが問いを見いだしたり問いを連続させたりしていくための工夫 

⑥ 子どもたちが話合いにより考えを深めていくための視点（何を論点とするのか）を踏まえた教師

のコーディネート（問い返しを含む） 

【研究協議】 

⑦ 仮説検証型の協議におけるより焦点化された協議及び可能な範囲での協議方法（ＩＣＴや思考

ツールの活用等）の工夫 

 

２ 本年度の取組の具体 

 ⑴ タブレット端末を活用した授業構想及び実践【解説編Ｐ１参照】 

   下図は、令和５年度までのタブレット端末を活用した授業実践を基に、学力向上推進室で作成をした「個

別最適な学び」「協働的な学び」による「主体的・対話的で深い学び」に向かった授業のイメージ図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 上図の左側の赤枠及び中央の青枠で示している部分については、「自分の考えをもつ営み」及び「考

えを深め、広げる営み」において昨年も指摘をしていた課題と改善の方向性である。 

当
た
り
前
を
見
直
す
必
要 

共同編集機能の活用（思考の見える化） 個別最適な学び 個人思考の在り方 

ほぼ全員が解決してから
次のステップへ 
（時間をかける） 

「分からない、途中まで」で
も授業に十分参加（思考）で
きる 

画面やミニホワイトボー
ド等で見えている（知っ
ている）のに発表 

質問や比較・検討から全体で
の話合いを始める 

話合いの在り方 協働的な学び 

教材との対話 

画面上での他者の考えとの対話 

関心のある他者との直接対話 

ＩＣＴのよさを生かす 

浜田市児童生徒の課題 
限られた時間で、多くの情報の中から課題解決に必要な情報を収集して考え、根拠を明確にして筋道

を立てて表現（文章、式、図、言葉など）する力 
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○ 右側の青太枠で示している部分については、「自分の考えをもつ営み」においてタブレット端末を

活用した授業により可能となる個々の学びを深めていくための学び方を示している。 

○ 「教材との対話」「画面上での他者の考えとの対話」「関心のある他者との直接対話」により深まっ

た個々の考えを基に協働的な学び（話合い）が活性化され、その学びを基に個々がさらに考えること

で、より深い学びを実現していくことが可能となる。 

○ 上記以外にも「個別最適な学び」「協働的な学び」による「主体的・対話的で深い学び」に向かった

取組を実践してほしい。このことに至らなくても、全ての授業者がタブレット端末を活用した授業を

実践し、全ての子どもに等しく学びの機会を提供してほしい。 

 

⑵ 授業構想を立てる営み 

～授業づくりシートの作成について～【解説編Ｐ１６参照】 

授業づくりシートは、その授業のゴールにおける子どもの姿を具体的にイメージし、その姿を目指して

授業構想を立てるため、そして、このシートを研究協議にも活用できるようにとの思いから導入したもの

である。しかしながら、運用に関わって以下のような課題も見られている。 

  ○ 「ゴールにおける子どもの姿」が「ねらい（目標）」とほぼ同じであり、具体性を欠く。 

  ○ 上記にも関わって、「どのように作成（表現）すればよいのか」との戸惑いの声もある。 

  ○ 本来、指導案を作成するために導入したものではあるが、指導案作成後に授業観察及び研究協議のた

めに作成されている。 

  ○ 令和５年度の中途から、上記により授業者の負担が大きいため、「授業づくりシート」を指導案に替え

てもよいこととしたが、状況は変わらず、やはり授業者の負担となっている。 

以上のことも踏まえ、以下に授業づくりシート作成の具体例を示しておく。 

※ 授業構想全般については、【解説編Ｐ３】参照。授業づくりシートは【解説編Ｐ１６】参照。 

１ 本時のねらいについて 

➀ 学習指導要領解説により実施する教科等の指導内容について、どのような力を育てるのかを確

認する。 

 ・ 「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料」（国立教育政策研究所）によ

り評価規準も確認しておくとよい。 

➁ 実施する授業のねらい（目標）について、上記を踏まえて決定する。 

２ ゴールにおける期待する姿について 

 ○ その授業のねらい（目標）が実現された子どもの姿を具体的にイメージし、記述する。 

  例：小学校２年生算数 

    ねらい「既習事項を活用し、繰り下がりのある２位数―２位数の計算の仕方を考えることが

できる。」 

    ゴールにおける子どもの姿 

     ・同じ位同士で計算すればいい。 

     ・引けないときは、10から引くのをつかえばいい。（１年既習） 

     ・繰り上がりの逆みたいだ。 ・一の位から計算するのは、たし算の筆算と同じだ。 

    ※ 参考までに、この授業で提示する問題（問いを解決するための）は、以下のとおり。 

     「ひろこさんは47円もっています。18円のチョコレートを買います。のこりはいくら？」 

３ 重点とする場面について 

 ➀ 授業者が「授業のゴールにおける子どもの姿」から学習過程において重要と考える場面を2つ

程度に絞って設定する。一つでもよい。 

 ➁ その場面で「想定する子どもの姿」（子どもの反応）を具体的に記述する。 
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⑶ 学習の見通しを立てる営み 

～子どもが問いを見いだしたり問いを連続させたりするための工夫～【解説編P５参照】 

「問い」と「めあて」が混在することで、子どもの思考の流れが途切れたり時間に追われたりする課題

が生じていたこともあり、以下の理由から、昨年度まで設定していた「解決方法（手段）まで見通しを立

てる「めあて」の設定」は、「子どもが問いを見いだしたり問いを連続させたりするための工夫」に統合

することにした。 

  ○ 問いを生み出したり問いを連続させたりする取組が充実している場合には、子どもたちは自らが解決

すべき対象を十分に理解しており、解決に向かうための方法（手立て）をもつことも可能となっている

ため、「問い」を「めあて」と同義と考えた方が自然である。 

○ 子どもたちの発想から生まれた「問い」を「めあて」と同義とする。 

○ 「問い」として示すのか「めあて」として示すのかについては、各学校の判断にゆだねる。 

○ 「教材との出合わせ方の工夫」「次時の学習について見通しをもつ取組により問いが連続していく

ような授業の終わり方の工夫」等により子どもが問いを見いだしたり問いを連続させたりしていくこ

とができるようにする。 

・ できるだけ多くの時間を割かずに行うことに配慮する。 

○ 「問い」を見いだす前後で、「予想する」ことも大切にする。 

 ・ 子どもの予想は「問い」につながり、また、解決に向かった見通しにつながる。【解説編Ｐ５】 

○ 子どもたちが取り組んでみたいと思える魅力的な「問い」となるように示し方を工夫する。 

 例 「大造じいさんの心情の変化が一番よく書かれている文はどちらでしょう。」（５年国語大造じい

さんとガン） 

「八丈島から、262km離れた富士山は見えるのか？」（中３数学「三平方の定理の利用」） 

   「豆太は変わったのか。変わっていないのか。」（３年国語モチモチの木） 

※ 子ども自身が問いを見いだしたり問いを連続させたりする授業実践例を【解説編Ｐ６】に掲載して

いるので参考にしていただきたい。また、算数アドバイザーの前田教授が提唱している「隠す・見え

なくする（見えにくくする）」「たくさんやる」工夫【解説編Ｐ８】も実践してほしい。 

 

⑷ 自分の考えをもつ営み【解説編P１０参照】 

○ 問いを解決するために必要な情報を見付け、整理して考え、相手に分かりやすい表現で説明（様々

な表現方法で）をするための取組を行う。 

・ 別の言い方をすれば、問いを解決していくために、目的をもって読み（解決のための情報を見付

ける）表現する力を育てる営みを大切にする。 

・ 協調学習で取り組んでいる「知識構成型ジグソー法」や「要約学習」は、上記の力を育成する手

法として有効であると考えている。 

○ 自力解決の時間は、必ずしも問題を解決済みにする時間ではないとの子どもたちと共通理解をして

おく。 

・ 自力解決のために設定した時間を安易に延長しない。 

・ 「分からない」「途中まで」「新たな疑問」を認め、話し合いの場面も含めて授業像を共有するこ

とが必要。 

○ 考えが持ちにくいときの手立てを子どもたちに指導しておき、自分に合った方法で考えることがで

きるようにしておく。【解説編P１０参照】 

○ 上記に関わって、タブレット端末を活用した授業により他者の考えも参考にできるようにする。 

・ 気になった他者の考えを直接聞きに行ったりすることが可能となるような授業としていく。この

ことにより「教材との対話」「画面上での他者との対話」「関心のある他者との直接対話」が可能と
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なる。 

○ 理由・根拠を大切にし、このことを踏まえて解決について表現（音声言語、文章、式、図等）する

習慣が身に付くようにする。 

 

 ⑸ 考えを深め、広げる営み【解説編P１０参照】 

① 話合いを深めていくための視点（何を論点とするのか）を示した教師のコーディネート 

○ 何のために話合いを行うのか、話合いのゴールを明らかにしてから活動に入る。 

 ・ ペアやグループにおける話合いは、考えを深めるためにある。ペアやグループでの活動が単に

個々の考えを伝えるだけの活動とならないように配慮する。 

○ 話し合う視点（何を論点とするのか）を示し、その時間の授業で目指しているゴールに向かった

深い学びとなるようにする。 

○ 話合いのコーディネートをする際、授業者には次のような配慮（例）が必要となる。 

 ・ 子ども対教師の1対１の関係とならないように、子どもの考えを「つなぐ」こと。 

・ 出された考えが視覚化されている場合には、説明を求める必要がない場合がほとんどであるこ

とを踏まえる。子どもからの質問や比較検討に向かった取組を実施する。話合いやその後の活動

時間確保にもつながる。 

・ 考えを出した子ではなく、他の子どもに説明を求める（確認する）ことも大切にする。 

・ 周囲の子が説明できる状況であるにもかかわらず教師が説明をしている場面が多いことも自覚

する。教師の説明は必要な場面を見極めて行う。 

・ 子どもが自分の言葉で語る授業を大切にする。 

○ 話し手に対して、「〇〇を見て（見せながら）」「ここまでは分かった？」等、自己の考えを分かり

やすく伝えたり、聞いてもらえるように促したりする指導を行う。 

○ 聞き手に対して、「なぜ」「分からない」「もう一度」「なるほど」といった声が出るような話し合

いの実現を目指すように指導する。 

○ 話し手、聞き手への指導については、日々の授業の中で取組のよさを評価しながら、子ども自身

が意識できるようにする。 

○ 話し合いにおける教師の問いかけ例（発言等を受けての学級全体への問いかけ） 

 ・ 考えを深め、広げる 

考えたところまでの発言を受け、続きを他の子どもが発言するように働きかける。「同じです」

と言う子に「同じでもいいから言ってごらん」と発言を促す。「だって…」「でも…」と自分の考

えと比較しながら話すことができるようにしていく。 

 ・ 表現の置き換え・関連付け 

図のみ：「〇〇さんは、どう考えてこの図をかいたのかな？」、式のみ：「〇〇さんの式は何を意

味しているのかな？どう考えたのかな？」、言葉のみ：「〇〇さんの説明を図で表すと？」 

 ・ 誤答への共感の場の設定：「〇〇さんは、どう考えてその式や考えを出したのかな？」 

  ② 習得した知識・技能を活用する 

習得した知識・技能を活用し、知識・技能の定着を図る（場合によっては確かめる）活動がない授業

が見受けられることから、特に、習得した知識・技能を活用する重要性を意識し、１単位時間の中で、

あるいは内容のまとまりの中で位置付けていく。このことは、考えを深め、広げるにつながる取り組み

である。 

習得した知識・技能を活用する場面を１単位時間、あるいは内容のまとまりの中で位置付ける。 

○ 子どもの問いの連続に関わって、習得した知識・技能が他の場面においても活用できるか確かめ

る活動が可能となるような取組を行う。 
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○ 習得した知識・技能の定着を図る活動を行う。 

例：簡単なリーフレット作成等（このことには、個々の子どもの深い学びにもつながる） 

算数・数学では適用題 

 

⑹ 振り返りの営み 

○ 授業の終末における振り返りは、自己の学習活動を振り返って次につなげる重要な取組である。振

り返りを工夫・充実することで、次のような効果も期待できる。 

 ・ 授業者が問いを連続させる取り組みを意識することによって、子どもたちは次時の学習内容につ

いて把握することができ、意欲化につながる。このことは、子ども自身が問いを見いだしたり問い

を連続させたりする工夫ともなる。 

 ・ 授業と関連付けた家庭学習が可能となる。家庭学習の成果から次時の授業をスタートすることも

可能となり、１単位時間の学習過程にゆとりが生まれる。 

○ 振り返りの仕方によっては、学習への意欲だけでなく、達成感や仲間の学びに貢献したとの自己有

用感も味わえる。振り返る視点は子どもの学びの実態や学習内容、教師の意図によって柔軟に設定し

ていく。 

○ 毎時間の振り返りを記録として蓄積しておくことで、単元終了時の振り返りで自己の学びを価値付

け、成長を実感することができる。 

 ・ タブレット端末に記録を蓄積することも取り入れてみる。他者の振り返りを参考にしながら自己  

の振り返りが充実してきことも考えられる。深い学びの実現にもつながる。 

○ 振り返りの視点・問いかけ例 

 ・ 「どの考えが良いと思うか。なぜそう思うか」「みんなの考えを聞いて、初めの自分の考えと比較

して」「今日は何をして、何が分かったか」「身の回りのことで、今日の学習につながりのあること

はないか」等。 

 

⑺ 「授業づくりシート」を活用した研究協議の実施【詳細は解説編P1１参照】 

  ～研究協議の充実～ 

子どもの学びの姿を見取った仮説検証型の研究協議は定着してきている。子どもの学びに学ぶ研究協議

が一層充実するように、子どもの姿がより具体化された「授業づくりシート」を活用した研究協議を期待

する。 

ここでは、昨年度の「学力向上推進室だより№90」【解説編Ｐ１３参照】において紹介をした実践事例を

紹介しておく。 

教職員の一人一台端末を活用した研究協議 

「Jamboard」を活用（Microsoftnの「Whitebord」でも同様の取組は可能） 

 ➀ 協議➀で個々に見取った子どもの姿について、視点ごとに色分けをしながらデジタル付箋に書き

込み、思考ツールの該当箇所に置いていく。 

 ➁ 協議➀で出た子どもの姿に関する成果や改善点を、別の色の付箋に個々に書き込み、該当箇所に

置いていきながら協議。 

 ③ 全体協議では、グループ発表しなくても大型提示装置や手元にあるタブレット端末で確認ができ

るので、改善策等に向かった協議を充実させることができる。 

思考ツールを活用した研究協議 

この実践では「Ｙチャート」を活用 

 ➀ 協議➀で見取った子どもの姿を付箋に書き、「Ｙ」のＶ部分に出し合う。 

 ➁ 協議➁で成果を左側、課題を右側に出し合う。 
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 ※ Ｙチャートを活用することにより、協議における思考の流れがスムースになるとともに、他者  

がシートを見たときにも協議した内容が分かりやすいものとなっていた。 

全員での事前協議を反映した授業づくりシートを活用した授業研究 

授業づくりシートを拡大してミニホワイトボードに張り付けて研究協議をする学校も多くあるが、

このことをさらに発展させた取組。 

授業者が想定した子どもの姿を公開授業前に全員で協議し、協議用シートに反映させて活用。研究

協議では授業者の想定と併せて事前協議による想定も参考にしながら実施。改善策に向かったより焦

点化された協議が可能となっていた。 

 

 ⑻ 授業づくりは学級集団づくりとセット＝学級自治、学級活動⑴の充実【解説編P1４参照】 

   令和３年３月に出された「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的

な充実に関する参考資料」では、次のように指摘している。 

「協働的な学び」の効果を高めるためには、学級経営を充実し、児童生徒が違いを認めて協力し合え

る学級づくりを進めることが必要です。例えば、学級活動（ホームルーム活動）で行われる合意形成の

活動は、他の教科等での学習の質の向上にも有効であることを念頭に学級経営を充実することなどが考

えられる。                  （下線等の強調は学力向上推進室が行っている） 

   このことを踏まえ、学級活動⑴を実施しながら学級集団づくりを行っていく。 

年度初めに行う「学級目標」を教師の適切な導きの下で子どもたちと共に決定し、その学級目標実現の

ための方策を決めていくことは、学級自治の第一歩となることも踏まえておく。 

 

３ 本年度の取組のダイジェスト版 

  本年度の浜田市授業改善プラン「子どもの声でつくる授業」において、特に大切にしていきたいことをま

とめたシートを作成している。 

全教員が日々の授業において意識できるように、このシートを各学校へ配付するので活用してほしい。 

 

 

 



令和 6年度「子どもの声でつくる授業」研修方法について 

趣旨 

○各学校の実態に応じた「子どもの声でつくる授業」研修の一層の充実 

○学力向上推進室重点項目及び重点手法（タブレット活用、協調学習、要約学習）の体験 

 

研修方法の選択肢 

★「各校教職員のみでの研修」 

①音声付きパワーポイントでの研修【約 30 分】 

 

★「推進室訪問型の研修」 

②講義型研修【約 30 分】 

  推進室訪問者が要点を解説（演習等なし） 

 

③演習型研修１～ジグソー法で自校の研究と自分の取組をリンクさせる～【約 60 分】 

  推進室訪問者が解説及びファシリテート。知識構成型ジグソー法の体験を含んだ研修。 

内容 時間 

講義（「子どもの声でつくる授業」要点解説） 20 分 

演習（知識構成型ジグソー法） 

【メインの課題例】※各校の研究主題によって適宜課題変更。事前に要相談。 

自校の研究主題を実現するために、優先したい授業改善の取組は？ 

～「子どもの声でつくる授業」３つの取組に優先順位をつけよう～ 

   A 問いを見いだしたり問いを連続させたりするための工夫 

B 自分の考えをもたせるための工夫 

C 比較検討や解決に向かった話し合いを目指す教師のコーディネート 

35 分 

講義（補足、触れていない取組の要点解説 等） 5 分 

 

④演習型研修２～図式化で「子どもの声でつくる授業」取組の理解～【約 60 分】 

推進室訪問者が解説及びファシリテート。要約学習（図式化）の体験を含んだ研修。 

内容 時間 

講義（「子どもの声でつくる授業」「図式化」について要点解説） 20 分 

演習（要約学習） 

【課題例】「子どもの声でつくる授業」の４つの取組を理解しよう 

A 「学習の見通しを立てる営み」  B 「自分の考えをもつ営み」 

C 「考えを深め、広げる営み」   D 「振り返りの営み」 

25 分 

講義（補足、触れていない取組の要点解説 等） 15 分 

 

⑤演習型研修３～ICTで「子どもの声でつくる授業」について自己目標を設定～【約60分】 

推進室訪問者が解説及びファシリテート。ICT の操作体験を含んだ研修。 

内容 時間 

講義（「子どもの声でつくる授業」について解説） 30 分 

演習（Powerpoint 共同編集機能、Excel 共同編集機能 ※事前に Teams で配付） 

【課題例】 

 「子どもの声でつくる授業」の中で、今年度重点的に取り組みたいことは？ 

25 分 

講義（補足、触れていない取組の要点解説 等） 5 分 

 

資料Ａー２ 



教 学 第 1696 号 

令和 6年 2月 1日 

 

浜田市内各小中学校長 様 

 

浜田市教育委員会 

教育長 岡 田 泰 宏（公印略） 

 

令和 6年度からの校務支援システム稼働に伴う指導要録の作成及び 

取扱いについて（通知） 

 

 令和 6 年 4 月からの校務支援システム本格稼働に伴い、これまでの「指導要

録作成におけるパソコン等の利用に関するガイドライン」を令和 6 年 3 月末日

をもって廃止します。 

令和 6 年 4 月から、別添の「校務支援システム導入による指導要録の作成及

び取扱いについて」によることとします。 

なお、主な変更点は以下のとおりです。 

 

 

【主な変更点】 

   ① 作成は、令和 6年度から校務支援システムによることとする。 

   ② ①により、校長の電子承認済みのデータを原本とし、電子データによ 

り保存する。（文部科学省も、指導要録原本の電子化促進を求めてい 

る。なお、当分の間、紙媒体原本と電子原本による保管となる児童 

生徒有り） 

   ③ 押印は省略する。 

   ④ 転出に伴う写しの送付は、電子データによることも可とする。 

                                （以上） 

 

【本件担当】 

浜田市教育委員会 学校教育課 FAX 0855-22-5090 

学事保健係 学校情報化担当係長 永田 圭 

TEL  0855-25-9710 

学力向上推進室  佐堂 潔 

TEL  0855-22-2626   

資 料 Ｂ 
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校務支援システム導入による指導要録の作成及び取扱いについて 

令和６年２月 浜田市教育委員会 

 

「指導要録作成に関するガイドライン」の改訂について 

 平成 29 年３月の学習指導要領告示に伴い、文部科学省が提示した指導要録様式の参考案 

をもとに、浜田市教育委員会として新たに様式を作成するとともに、その作成に関しての 

ガイドラインを令和２年１月（小学校版）、令和３年１月（中学校版）に作成しお示しした。 

この度、校務支援システムが導入され、また文部科学省も指導要録の原本の電子化を促

進することを求めていることから、令和６年度から指導要録の作成及び取扱いに係る事項

を新たに定める。 

小学校（中学校）指導要録の手引き中の「指導要録作成におけるパソコン等の利用に関

するガイドライン」の部分は、令和６年３月 31 日をもって終了する。 

 

１．指導要録の様式について 

  浜田市教育委員会として浜田市内の小学校及び中学校で作成する指導要録の様式は、

校務支援システムに搭載された様式を使用するものとする。 

 

２．指導要録の作成について 

⑴ 校務支援システム使用による指導要録の取り扱い 

 ① 校務支援システム使用による指導要録作成は、令和６年度からとする。したがっ 

て、完全電子化対応となるのは、令和６年度の新入生からである。令和５年度以前の 

入学児童生徒については、様式１，２とも紙媒体と電子データの２種類によって原 

本とする。 

 

   【令和５年度】    【令和６年度】       【令和７年度】 

 

 

 

 

         

                              ＊裏面参照 

    

 ② 電子データは、校長の電子承認をもって原本とする。（紙媒体での保管は不要） 

 ③ 転出時は、転出先校との確認により帳票（PDF）をメールに添付して送付しても 

差し支えない。 

＊紙媒体を求められた場合はそのように対応する。なお電子原本を出力した場合 

は「原本証明」は不要であるが、紙媒体原本の場合は原本証明が必要であるの 

で確認すること。 

 

中１：紙媒体 

中２：紙媒体 

中３：紙媒体 

中１：電子原本 

中２：紙媒体＋電子原本 

中３：紙媒体＋電子原本 

中１：電子原本 

中２：電子原本 

中３：紙媒体＋電子原本 

資料Ｂー２ 
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  【令和５年度末までの紙媒体 様式１】      【令和６年度からの電子原本 様式１】 

  令和５年度小学校第３学年のＰさん        令和６年度小学校第４学年になったＰさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ⓐ：記載済み                   Ⓐ：基礎データを反映 

Ⓑ：状況により記載済み              Ⓑ：状況により基礎データ反映 

    Ⓒ：未記入                    Ⓒ：未記入 

                             Ⓓ：令和６年度以降のデータ反映 

    

⑵ 作成方法 

指導要録の作成は校務支援システムによって作成する。 

  ① 校務支援システム上でデータ入力（担任等） 

② 複数の職員で記載漏れ、誤記等の点検を実施（学年主任、教務主任、教頭等） 

  ＊印刷、押印不要（様式上に「印」の表記はあるが押印を省略する旨の表示がでる） 

③ 校務支援システム上での電子承認により最終決裁（校長） 

＊校長が電子決裁により最終決裁すると（画面上には見えないが）データに電子 

署名が付されるようにしている。 

  ④ 最終決裁後、データは校務支援システム上で管理される。 

 

３．電子データのセキュリティー対策について 

  浜田市教育委員会が定める情報セキュリティーポリシーによる。 

Ⓐ 

Ⓐ 

Ⓐ 

Ⓑ 

Ⓒ 

Ⓐ 

Ⓐ 
Ⓑ 

Ⓐ 

Ⓒ 

Ⓒ 

Ⓓ 

Ⓓ 

イメージ ： Ｐさんの様式１の例 
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